
Professional
 Account Software
 KAIKEI-SANBO

Intelligent Converter SANBOYAKU SERIES

月次決算資料作成ソフトウェア for 弥生会計

毎月の月次決算報告書を短時間で作成。
顧問先の財務諸表を視覚的に効果的に解りやすく
ビジュアル化し、財務コンサルティングを徹底サポート！
顧客満足度アップによる顧問契約の継続と
顧客拡大を推進するツール。
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革新的！数字に強い経営者、幹部、社員を育てるための月次決算書！
●これが月次決算で定評がある古田圡会計の月次決算書形式！
●古田圡会計の月次決算ノウハウがそのまま手に入る特別仕様版！
●古田圡会計で実際に使用され改良された様 な々便利機能を搭載！

21 古田圡会計版

収益性・安全性・生産性のバランスをレーダーチャートで把握！
経営のバランス感覚を一目瞭然に
●収益性、安全性、生産性の評価バランスを視覚的に確認できるレーダーチャートを採用。
●各指標の目標値及び基準値を顧問先ごとに設定することが可能！
●収益性、安全性、生産性の各分析指標により、経営のバランス感覚をチェックします。

20 総合分析

キャッシュが増減する原因を徹底分析！
戦略的なキャッシュマネジメントをアドバイス
●キャッシュフローの問題点を各資金バランス図により分析！
●正しいキャッシュフロー経営ができているか、資金総括グラフでチェック！
●運転資金の状態をチェックするために運転資金回転率を把握し、必要運転資金を予測！

18 資金分析

適正人員・適正分配率を生産性でチェック！
社員１人当たりの付加価値が十分生みだされているかを分析
●適正人員で経営しているか、１人当たりの粗利益及び経常利益、労働分配率で分析。
●生産性グラフは表示基準を1ヶ月当たり・１日当たり・１時間当たりと切り替えることが可能。
●推移グラフにより、労働分配率と安全余裕率の月別推移を同時に把握できます。

16 生産性分析

財務諸表を図面化することで経営状況が一目瞭然！
財政状況及び利益率や回転率を直感的に把握
●数字を図面に表わすことで、直感的に経営状況を把握することができます。
●貸借対照表を図面化し比較することで、安全性の分析及び財政状況を視覚化。
●貸借対照表と損益計算書を図面化し比較することで、
　収益性の指標（利益率×回転率）を視覚化。

11 財務諸表構成図

過去から現在までの業績推移を様々なグラフで把握！
事業年度を超えて趨勢をまとめて見る
●売上高・粗利益・固定費・経常利益を、月別比較、累計比較、移動年計、
　Zチャートで把握します。
●会計ソフトでは実現できなかった事業年度を超えた移動年計グラフを作成可能！
●予算実績比較グラフで目標管理をすることが可能です。

09 業績推移グラフ

顧問先への月次決算報告にフォーカスした帳票へコンバート！
フレキシブルな帳票作成を支援
●弥生会計の帳票を、会計事務所が使用する商品としての帳票に変換！
●経営に必要な月次変動損益計算書や月次キャッシュフロー計算書を出力！
●月次推移損益計算書、月次変動損益計算書にシミュレーション機能を搭載。
●Excelにそのままの形式で出力ができ、財務諸表を編集することも可能！

　05 財務諸表

損益計算書を売上高・変動費・固定費に分解し
どこに手を打てば利益が増やせるかを戦略的に見る
●損益分岐点分析と変動損益計算図で利益構造を分析します。
●変動損益計算書を図面化することで戦略的会計を実現します。
●１人当たりの変動損益計算図を作成することで、適正人員であるか分析できます。

14 損益分岐点分析
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簡単操作でスピーディーに月次決算資料を作成！
弥生会計の事業所データを会計参謀で直接読み込めるのでとても簡単です。作成された帳票は連続印刷機
能でページ番号を追加することも可能で、ページ番号順に一括印刷もしくは、ExcelBookにそのまま保存で
きます。顧問先ごとに必要な資料を毎月提供することができます。

画面に表示されている帳票の操作

表示する帳票を選択

選択した帳票を一括印刷、もしくは ExcelBook に保存することが可能です。
帳票にページ番号を振ります。
※連続印刷はページ番号順に印刷されます。

04

❻ 作成された帳票を確認5 顧問先ごとに必要な帳票を選択します。
※顧問先ファイルごとに設定は保存されます。

6

7
8

　 人員を入力3　 読み込み開始  4

読込む期間を選択21 作成する弥生会計の
事業所データを選択
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版コピー機能により、Excelシートにコピーすることが可能です。このままの書式で各計算行に数式が

設定されるので、勘定科目の金額を直接入力することで利益シミュレーションができます。

『弥生会計』の年間推移には、表示範囲の指定がないため、すべての月次が表示
されますが、『会計参謀』は、読込月までの表示にすることができます。そのため中途
半端な入力月であっても、期間合計や月平均額に影響を与えません。また、予測
編集機能を使えば、今までの平均値を未経過月に挿入することもできます。

月次推移損益計算書

L字型固定帳票を
採用。集計項目が
見やすく、数値の
把握がスムーズに。

05

財務諸表

『会計参謀』の帳票には、集計行に計算式が設定されます。※1 
コピー機能を使用してＥｘｃｅｌにコピーすることで、表に直接入力するこ
とができ、利益をシミュレーションしたり、仕訳を起こさずに財務諸表を
変更することが可能です。

財務諸表の集計行に計算式を設定！！
コピー機能によりＥｘｃｅｌへ出力、
数値の編集と計算を可能にしました。

弥生会計で取り込んだ科目の表示優先順位を
設定可能！区分内で重要な勘定科目を先に
表示することができます。

印刷サイズはA3・
B4・A4が出力可
能で、バランスの
取れた美しい帳票
が出力できます。

棚卸集計行が1つ
に変換され見やすく
なります。

各月の利益率や前
年の金額が表示さ
れます。

人件費に設定され
た科目を表示、人
件費合計行が追
加されます。

当期・前期・前々
期の3期分の月平
均を表示。

利益率による推
計棚卸額で毎月
洗い替え表示が
可能。

『弥生会計』の出力帳票は、企業が自社で内部資料として活用するために設計されており、会計事務所が顧問先へ
財務状況を説明する商品としての帳票ではありません。『会計参謀』は、『弥生会計』のデータを直接取り込み、各
帳票を見やすい1枚のL字型固定帳票にコンバートし出力することで、会計事務所が顧問先へ提供する帳票と
して商品価値を上げることが可能です。

顧問先への月次決算報告にフォーカスした帳票へコンバート ！

区分内で表示する順番を設定
できるため会計参謀の帳票に重
要な科目を常に最初に表示させ
ることができます。

※1 全科目型財務諸表には、計算式はセットされません。

「弥生会計」で設定した
勘定科目名をそのまま
取り込み表示優先順に
表示されます。

※番号を振ってない科目は弥生会計の
　順番に表示されます。

表示優先順位を設定

〔設定可能な帳票の科目〕
貸借対照表・損益計算書・
原価報告書・変動損益計算書・
古田圡版損益計算書



部門比較損益計算書（出力サンプル）
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月次推移損益計算における未経過月への
予測編集機能！
月次推移損益計算書は、期間を指定した月まで表示されます。仕訳
入力途中の不完全な月を非表示にすることで、指定した月までの正し
い利益を表示することができます。また、予測編集機能を使用すれば、
当期の平均額、前年同月額、予算額を使って、決算月まで各月の金額
を入力することもできます。さらにExcelへコピー機能を使用し出力す
ることで画面に表示通りの書式と数値、計算式が設定されたExcelが
作成され、決算月までの利益シミュレーションを可能にします。

Excelへコピー機能を使えばさらに自由に編集できます。

(編集後）

(編集前）
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直接数値を入力する場合 予算で入力した値を入れる場合
当期平均値を入れる場合 前年同月の値を入れる場合

部門を設定した事業所データにも対応しており、比較
する部門を選択することが可能です。各帳票は部門を
切り替えて表示することも可能です。

未経過月シミュレーション条件設定

月次推移損益計算書と月次変動損益計算書では、推定利益率による棚
卸金額を自動で計算できます。年間を通して同じ推定利益率を使用する一
括推定計算と、季節指数により変動する場合に、各月ごとに推定利益率を
設定できる月別推定計算が選択できます。

推定利益率による棚卸金額を自動で計算！
推定棚卸高による推定利益も簡単に算出できます。
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人員設定画面で
は、パート・アル
バイトの人数を
正社員に換算す
る機能があり、的
確な人員計算が
可能です。

07

前期比較貸借対照表を期首比較貸借
対照表に切替可能！
前期比較貸借対照表を期首比較貸借対照表に切替えることで、当
期利益と資産・負債の増減の関係を明確にします。貸借対照表の増
減額とキャッシュフロー計算書の増減項目を関連づけることで利益
とキャッシュ増減の関係を明確にします。

月次変動損益計算書を１人当たりの金額に変換
することや、役員報酬等の指定した勘定科目から
任意の金額を利益に振替えるなど、コンサル
ティングに使えるフレキシブルな帳票を作成！
月次変動損益計算書、月次推移損益計算書を1人当たりの金額に
切り替えて表示することが可能です。１人当たりに換算することで生
産性分析の資料として活用できます。また、指定した経費の勘定科目
の任意の金額を利益に振替えることで、中小零細企業の役員に対す
る配分を調整した資料を作成することも可能です。

変動損益区分の科目設定により、損益計算書の勘定科目を売上高・変動費・固定費に組み替えた月次推移表を作成できます。
※製造原価と販売管理費で同じ名前の勘定科目は合計されます。また、各区分内で科目の表示優先順位を設定できます。

＜損益計算書＞
利益に関係ない
資産、負債、純
資産の増減がな
ければ、利益の
分だけキャッシュ
は増加する。

この部分の増減
がキャッシュの増
減に直接影響し
ている。

利益

費用
収入

＜貸借対照表＞

現金増加

利益

資産

負債
純資産

損益計算書の利益と貸借対照表の利益は一致

1人当りの変動損益計算書（出力サンプル）

利益に振替える
勘定科目と金額
を設定

※変動損益計算書は、１人当たりと全体を切り替えて作成できます。
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比較対象を前年同月から期首残高へ切り替えることが可能です。 増減額がキャッシュフロー計算書の増減項目とリンク

月次キャッシュフロー計算書（出力サンプル）

期首比較貸借対照表（出力サンプル）
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キャッシュフロー計算書を月次推移で表示した帳票です。月次推移損益計算書とあわせて見ると、月毎の利益とキャッシュの増減を把握す
ることが可能です。　※営業キャッシュフローの「税引前当期純利益」を「当期純利益」に切り替えて表示することが可能です。

貸借対照表の当期の増減額を計算することで、当期の利益とキャッシュの増減の関係を明確にすることができます。
キャッシュフロー計算書の増減項目と関連づけて説明すると効果的です。
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●三期分の実績を月別に棒
グラフで比較します。グラフの
下に実績値と過年度対比率
を表示することで、正確に状
況を把握することができます。

●売上高月別比較は経営者が
最も知りたい情報の1つです。
グラフスペースを大きくし、見や
すいように工夫。

●売上高予算実績比較グラ
フを作成することも可能です。
▼出力帳票
・ 売上高三期比較グラフ
・ 粗利益三期比較グラフ
・ 経常利益三期比較グラフ
・ 固定費三期比較グラフ
・ 売上高予算実績比較グラフ

●売上高・粗利益を年度ごと
に期首から累計で比較します。
当月までの累計額が過去に比
べてどれだけ差があるのか年
度単位での比較が可能です。

●予算額を設定することで、年
度予算比較が可能になり、達
成率や進捗率を把握すること
で目標管理ができます。

●粗利益と売上総利益を切
り替えて表示することが可能
です。※粗利益はシステムで変動
損益区分の売上高から変動費を
差し引いた金額

▼出力帳票
・ 売上高累計グラフ
・ 粗利益累計グラフ
・ 経常利益累計グラフ
・ 売上高・粗利益累計グラフ
・ 固定費累計グラフ

売上高三期比較グラフ（出力サンプル）
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売上高・粗利益（売上総利益）累計グラフ

業績推移グラフ

売上高・粗利益・固定費・経常利益を月別比較、累計比較、移動年計、Zチャートで把握します。月毎には月別
比較、決算を視野に入れた累計比較、中長期で見る移動年計と、様々な手法で業績を把握します。通常の会計
ソフトは会計期間で締められるため、移動年計を計算することはできませんが、会計参謀では過去三期分の
データを基に、会計年度を越えた推移を移動年計グラフで把握することが可能です。季節指数を織り込んだ
業績の趨勢を把握することで正しい経営判断が可能になります。

過去から現在までの業績推移を様々なグラフで把握！

※粗利益と売上総利益は切替えて表示できます。
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売上高Zチャート（出力サンプル）

移動年計グラフ（出力サンプル）

売上高年計
チャート

10

移動年計
通常の会計処理は会計期間で締められるので、売上高などは年度
ごとや月別に集計するのが一般的。このため、計数管理には「前年同
月との比較」や「前月との比較」などが多く使用されているので、経営
状況の把握も断片的です。しかし、経営は日々刻 と々変化に対応しな
がら活動するもので、区切りはありません。移動年計とは、毎月集計月
から遡って1年間の合計を算出するもので、季節指数を織り込んだ
趨勢を把握できる計数管理手法です。つまり移動年計を使うことで、
毎月、年次決算をしていることになるのです。

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

××年12月年計

××年1月年計

××年2月年計

××年3月年計

売上高を月別（Ｚの床線）、累計（Ｚの斜め線）、年計（Ｚの天井線）で表したチャートです。Ｚの形が右肩上がりであれば上昇傾向となり、右肩下
がりであれば下降傾向であることがわかります。月別、累計、年計を同時に見ることで全体の傾向を把握することができます。売上高Zチャートを
売上高年計チャート・売上高累計チャート・売上高月別チャートに切り替えて表示することができます。

売上高移動年計グラフ

移動年計総括グラフ

売上高年計

固定費年計

粗利益年計

経常利益年計

年計

月計

累計

売上高Zチャート

月次決算の月が
1番右側に移動します。

●当月から起算して過去１
年間の金額を毎月集計した
移動年計グラフです。各月
が年計額なので毎月決算
を実施していることになり、
季節指数を織り込んだ趨勢
を把握することができます。

●移動年計総括グラフでは、
売上高・粗利益・固定費・経
常利益の趨勢をまとめて見る
ことができます。

●Zチャートは、年計チャー
ト・累計チャート・月別
チャートとそれぞれ個別に
切り替えて表示することが
可能です。

▼出力帳票
・ 売上高移動年計グラフ
・ 粗利益移動年計グラフ
・ 経常利益移動年計グラフ
・ 移動年計総括グラフ
・ 固定費移動年計グラフ

▼出力帳票
・ 売上高Zチャート
・ 粗利益Zチャート
・ 経常利益Zチャート
・ 固定費Zチャート

売上高累計チャート

売上高月別チャート

Zチャートは、年計
チャート・累計チャー
ト・月別チャートとそ
れぞれ個別に切り替
えて表示することが
可能です。
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財務諸表構成図

数字が苦手な中小零細企業の経営者に、試算表を見せてもなかなか理解してもらえません。そこで、数字を図
面化し面積で表示することにより、視覚的に財務諸表が伝わり、理解度が飛躍的に高まります。図表だけで数字
の説明ができるように、図の中にできるだけ多く情報（金額や比率）が表示されるように設計。美しくて見やすい
財務諸表構成図は会計事務所の商品として付加価値を高めます。

財務諸表を図面化することで経営状況が一目瞭然!

・比較貸借対照表構成図は、比較対象を前年同月から期首残高へ切り替えることが可能
・財務諸表比較図は、損益計算書の面積を年間額に換算して表示することが可能
・事業年度途中でも年間額に換算することで回転率を視覚的に見ることが可能

比較貸借対照表構
成図は前期比較から
期首比較へ切り替え
可能です。

平成23年04月01日現在 平成23年11月30日現在

P/Lの金額を年間に
換算して表示。B/Sと
比較しながら回転率
や利益率を説明する
際に役に立ちます。

P/L金額年間換算計算式＝損益金額÷経過月数×12

比較貸借対照表構成図（出力サンプル）

債務超過の
場合は、破線で
債務超過部分が
表示されます。

安全性の指標を表示

平成25年04月01日現在 平成26年11月30日現在

●貸借対照表のデータを
図面で表わすことで、資産
と資本の状態を視覚的に
伝えることができます。

●過去と比較することに
より、財政状況の変化を
把握でき、問題点を見つ
けることが可能です。

●図の下の表に貸借対照
表の要約金額と安全性の
指標が表示されるため、概
要説明と経営分析が１枚
の図表の中でできます。

●債務超過である場合
は、超過部分が図面の左
下に表示され、どれだけ
債務が多いかを面積で
把握できます。

貸借対照表の要約金額と安全性の指標を表示。１枚の図表だけで概要を説明することが可能です。
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B／S構成比率の推移を表示します。
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貸借対照表及び損益計算書のデータを図面で表し、それぞれ構成比率で表示したグラフです。貸借対照表の構造がひと目で理解できるうえ、
損益計算書では利益を五段階に分けて表示するので、どの部分に問題があるのか視覚的に伝えることができます。
残高試算表と合わせて説明すれば、数字が苦手な経営者にも財務諸表を理解してもらえるようになります。

貸借対照表構成推移グラフ（出力サンプル）

財務諸表構成図（出力サンプル）

貸借対照表のデータが、月次でどのように変化しているかを把握できるグラフです。経営計画で目標の自己資本比率や現預金の割合を設定し
た場合、毎月どこまで改善されたか、視覚的に達成度を確認することができます。また、流動比率・当座比率・固定比率・固定長期適合率を月
次で表示することにより、安全性のバランスを毎月チェックすることが可能になります。

B／S , P／Lの構成比率を表示します。

利益がマイナスでもグラフが正しく表示されるように工夫。

短期借入金及び長期借入金の残高推移を表示

自己資本比率の推移を表示
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貸借対照表及び損益計算書のデータを、同じ基準（金額）で比較した図表です。財務諸表構成図が比率であるのに対し、財務諸表比較図では、
貸借対照表と損益計算書を並べて比較できるので、回転率や投資効率を把握するのに便利です。売上高が総資本の何倍（回転率）か、または
経常利益が総資本の何パーセントかなど、1枚の図表で視覚的に把握できます。
事業年度途中で１年に満たない場合は損益計算書側の図表を年間金額に換算して表示することも可能です。

操延資産

有価証券

固定資産
70,995

売上債権
51,440

売上高
450,000

人件費
100,000

一般管理費
100,000

営業利益
100,000

営業外費用
60,000

経常利益 税引前利益
特別損失

当期純利益

現金預金
87,044

固定負債

自己資本
101,928

他流動負債
55,837

仕入債務
95,653

仕入原価
150,000

売上総利益
300,000

B 総資本回転率

A×B  総資本利益率
A 売上高利益率

総資本経常利益率
（収益性アップ）

売上高経常利益率
（利益率アップ）

総資本回転率
（回転率アップ）＝ ×

利益の段階で分けて表示されます。
１年に満たない場合は年間に換算して
表示することが可能です。B

／
S
・
P
／
L
を
金
額
で
比
較
し
ま
す
。

財務諸表比較図（出力サンプル）

収益性を利益率と回転率の両方から考えられるように視覚化します。
収益性の分析を図面を使って考えると、数値だけではつかめなかったポイントが見えてきます。比較図により利益率、回転率、投資効率が視覚
的にどの程度あるのか把握することができます。事業年度途中で１年に満たない場合でも損益計算書側の図表を年間金額に換算して表示す
れば、投下資本に対する年利回りを毎月チェックすることが可能になります。



損益分岐点分析グラフ（出力サンプル）
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損益分岐点分析は、目標利益をシミュレーションするために重要な役割を果たします。『会計参謀』の科目設定の変動損益項目により、集計
された金額が、分析財務諸表の変動損益計算書と損益分岐点分析に反映されます。月次の損益分岐点の状態をグラフで把握できるだけでなく、
目標利益・固定費・粗利益率を設定することで、目標利益達成のための売上高をシミュレーションできます。

利益 利益

目標利益
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損益分岐点分析

損益計算書の勘定科目を売上高・変動費・固定費に分解して、損益分岐点分析及び変動損益計算図表を作
成し、利益をシミュレーションします。財務諸表の変動損益計算書を図表化したものであり、損益分岐点図表だ
けでイメージできなかった部分を、変動損益計算図表で補います。どこに手を打てば利益が増えるのか、経営者
とシミュレーションしながら財務コンサルタントとしてアドバイスすることができます。

損益計算書を売上高・変動費・固定費に分解して利益をシミュレーション！

事業所ごとに変動損益の
科目設定が可能！

『弥生会計』の勘定
科目を、売上高・変
動費・固定費（人件
費・戦略費・金利・
その他経費）に設定
することで、いつでも
損益分岐点分析や
変動損益計算図
表を表示することが
可能です。

目標利益を固定費に加算して損益分岐点を算出します。

目標利益を出すに
は、いくらの売上高
が必要なのかを、経
常利益・固定費・限
界利益率の設定で
シミュレートします。 
平均値・累計値・期
末予測を切替えて
表示できます。

損益分岐点分析で目標利益から
目標売上をシミュレーション



粗利益部分を拡大表示

粗利益部分を拡大表示

変動損益計算図表（出力サンプル）

損益分岐点図表と変動損益計算図表の比較
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変動損益計算図表

損益分岐点図表
売上高

変動費

固定費

経常利益経常利益

固定費
売上高

変動費

粗利益

変動損益計算書を図面に表わしたグラフです。固定費を人件費・戦略費・金利・経費に分類することで、維持経費と戦略経費を明確にします。
粗利益率が低い業種でも、労働分配率や安全余裕率が見やすいように粗利益を拡大して図表の右側に表示します。利益を増やす方法は、販
売単価を上げる、販売数量を増やす、変動単価を下げる、固定費を削減するの4つ。図表を使ってどこに手を打てば一番効果的かシミュレー
ションします。また、人員を設定することで１人当たりの変動損益計算図表を作成することができ、生産性についても分析することが可能です。
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損益の構造を図面化した変動損益計算図表で戦略的な会計へ。
損益分岐点図表を応用して、損益構造をわかりやすい図面に組み替えた帳票です。図面を見ながら、どこに手を打てば利益が増えるのか、顧問先
と一緒に検討できます。目標利益の設定と目標達成のために必要な売上高の算出、販売数量や売価の再検討、利益率や労働分配率の見直し、
固定費の削減と戦略費の見直しなど、利益を増やすための重要項目を戦略的に考えることができます。



労働分配率の推移を表示

労働分配率推移グラフ（出力サンプル）

生産性分析

中小企業においては収益性分析とあわせて生産性分析が重要になります。いくら収益性が高くても生産性が
低く、給与水準が低いと良い経営とはいえません。１人当たりの粗利益が適正金額であるか、一人当たりの平
均賃金は標準以上であるか、会社の利益は確保されているのか、労働分配率はどのくらいが適正であるか、適正
人員で経営できているのか分析します。会計参謀では人員と稼働日数及び稼働時間を設定することにより、
１人当たりの金額を１ヶ月当たり、１日当たり、１時間当たりと基準を切り替えて分析することが可能です。

適正人員・適正分配率を生産性でチェック！
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時間の単位を小さ
くすることで、生産
性に対する意識が
変わってきます。

生産性グラフの基準を1ヶ月当たり・
1日当たり・1時間当たりに切り替える
ことが可能。

粗利益を基準に人件費と経常利益の割合を推移グラフで表したものです。適正な労働分配率と安全余裕率になっているか分析します。
理想は安全余裕率20％以上（損益分岐点比率80％以下）といわれますが、その場合の労働分配率はどのくらいなのか、稼がなくてはいけない
粗利益の額はいくらなのかを分析します。
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各月の人員・稼
働日数・稼働時
間の設定が可能
です。

目標額を設定す
ることで目標値
と目標ラインをグ
ラフ表示すること
が可能です。

1ヶ月当たりの生産性

1日当たりの生産性

1時間当たりの生産性

安全余裕率の推移を表示
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生
産
性
分
析

１人当たりの粗利益で生産性を分析します。生産性を分析することにより適正人員で経営しているかどうかチェックすることができます。
グラフの基準を「1ヶ月当たり」・「１日当たり」・「1時間当たり」に切り替えることが可能で、時間に対する生産性の意識が高まります。また、
目標の金額を設定することで、グラフに目標ラインを表示することができます。

粗利益率を推移グラフで表わしたものです。生産性を決定する要素の1つに、会社が取扱う商品があります。付加価値の高い商品で利益率を
高めることにより生産性向上を図ります。また、棚卸高の推移や粗利益率の年度比較により、問題点を把握することができます。

粗利益率の推移を表示

目標値と目標ラインを
設定可能

１人当たりの粗利益グラフ（出力サンプル）

粗利益率推移グラフ（出力サンプル）
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キャッシュフロー計算書と資金のバランスを見るための図表です。キャッシュフロー計算書により1年間の資金の流れを把握し、資金バランス図により
運転資金、設備投資資金などの調達と運用のバランスを調べます。最終的に借入金から現金を差し引いた実質的なキャッシュの増減を確認します。

差引金額をチェックし、正しいキャッシュフロー経営をしているかを確認します。

現金より借入金の方が多い場合

短期
借入現金

預金

長期
借入

差引
金額
ー

短期
借入

現金
預金

長期
借入

差引
金額
ー

借入金が減少しているか

現金より借入金の方が少ない場合

短期
借入

現金
預金

長期
借入

現金が増加しているか

短期
借入

現金
預金 長期

借入

差引
金額
＋

差引
金額
＋

キャッシュフロー・資金バランス図（出力サンプル）

資金分析

キャッシュが増減する原因をキャッシュフロー計算書と資金バランス図により分析します。運転資金の増減による
変化や設備投資と調達資金のバランス、そして現金預金と借入金の状態を把握することで正しいキャッシュフロ
ー経営ができているか分析します。中小零細企業はできるだけ利益を増やし、できるだけキャッシュを残していく
ことで、経営を安定させる必要があります。どこに手を打てばキャッシュが増えるか、資金分析で戦略的にキャッ
シュの増減を分析できます。

キャッシュが増減する原因を徹底分析 ！

キャッシュフロー計算書を資金バランス図で解析します。
借入金と現金預金のバランスを資金総括グラフによりチェック！

■資金総括グラフ現金預金と借入金は会社の真実を表わしています。借
入金を減らしながらキャッシュを増やしていくことが理
想ですが、なかなかそうもいきません。そこで正しく経営
ができているか資金総括グラフでチェックします。
キャッシュが増えても、それ以上に借入金が増加して
いれば、キャッシュを重視した経営とは言えません。
逆にキャッシュが減っていても、それ以上に借入金の
返済ができていれば、キャッシュは正しく増やすことが
できます。
右図のように、現金より借入金が多い場合は、差引金額
のマイナスが減少しているかどうかをチェックし、借入
金より現金が多い場合は、差引金額のプラスが増加
しているかチェックします。



「売上債権回転期間」は販売して何日で売上代金を回収しているか（何日分の
売上代金が未回収なのか）、また「棚卸資産回転期間」は商品を仕入後何日目で
販売されるのか（何日分の売上高が在庫で残っているのか）を見ます。会社の標準
サイトと比較して、著しく日数が長い場合は、不良債権や不良在庫が存在する
可能性があります。

運転資金分析グラフ（出力サンプル）
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運転資金の推移をグラフで表示します。売上債権・棚卸資産・仕入債務の残高及び回転期間が運転資金にどのように影響しているかを把握
します。また、営業循環のサイト差が大きい会社では、売上高と運転資金が重要になるため、売上高と現金預金残高の推移をグラフにして、
売上高・運転資金・現金預金の関係を把握します。

運転資金の状態をチェックするために
運転資金の回転期間を把握し、必要運転資金を予測します。

必要運転資金
－

棚卸資産

仕入債務
売上債権

運転資金が必要な場合

売上が増えるほど運転資金が必要となる

運転資金剰余
＋

棚卸資産 仕入債務

売上債権

運転資金剰余の場合

売上が増えるほど資金剰余となる

営業循環のサイト差が大きい場合は、毎月運転資金の増減がどれだけ
キャッシュに影響しているか把握します。

棚卸資産及び売上債権の回転期間が長いほど資金は減少し、仕入
債務の回転期間が長いほど資金は増加します。数式で表すと、「売上
債権＋棚卸資産－仕入債務＝必要運転資金」となり、実際の利益よ
りその額の増減が資金に影響します。計算結果がプラスの場合は、運
転資金が必要な状態であり、マイナスの場合は資金が剰余しているこ
とを表わします。サイト差により、どれだけ資金が増減しているかを知る
ことで、売上高の増加に対する必要な資金を予測することができます。
また、売上債権・棚卸資産の回転期間と仕入債務の回転期間を把握
することで、不良債権や不良在庫が発生していないかをチェックする
ことにもつながります。

■回転期間は標準サイトと比較

売上債権回転期間  ＝  売上債権   ÷  1日当たりの平均売上

棚卸資産回転期間  ＝  棚卸資産   ÷  1日当たりの平均売上

仕入債務回転期間  ＝  仕入債務   ÷  1日当たりの平均売上

仕入日

棚卸資産回転期間

仕入債務回転期間 サイト差

売上債権回転期間

営業循環日数

代金回収日売上日

支払日

売上高の推移

現金預金残高

運転資金



総合分析

収益性が高くても、安全性が低ければ安定した経営ができません。逆に安全性が高くても、収益性が低ければ、
時間の経過とともに安全性も低下するため経営は安定しません。また、収益性と安全性が共に高くても生産性
が低ければ、適正人員で経営ができていなことになり、社員への報酬等に問題があると考えられます。このよう
に、収益性・安全性・生産性のバランスがとれていないと企業の発展は望めません。会計参謀ではレーダーチャ
ートを使ってバランスが取れた経営を目指していきます。また、企業に合わせた目標値を設定できるので、業種や
地域といった評価基準の違いや、企業の成長度に合わせることが可能です。

収益性・安全性・生産性のバランスをレーダーチャートで把握 ！

収益性・生産性・安全性レーダーチャート（出力サンプル）

20

評価基準を設定可能。

目標値と良否の判定が表示されます。

設定した基準値を
10段階で評価します。

経営指標の収益性・安定性・生産性は三脚のようなものでバランスが取れていないと危険な状態に陥る可能性があります。レーダーチャートで
意識することでバランスの取れた経営ができるようになります。経営指標は会社ごとに「目標値」と「最低値」を設定できるので、業種や地域と
いった評価基準の違いや、企業の成長度に合わせることが可能です。
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『会計参謀』に驚異の顧客開拓を
成し遂げている古田圡会計のノウハウを搭載！ 

月次決算書への想い

営業活動なし、お客様の口コミだけで、毎年200件以上の
新規開拓を達成！お客様からのご支持は、優れた商品力・
サービス力の証です。

数字に強い
経営者、幹部、社員を
育てるための月次決算書！

　会計事務所を始めて30年が経過し、多くの中小企業経営者や幹部社員の方 と々話をして分かったことは、
数字にいまひとつ関心がないということです。成長している経営者やその幹部社員は数字に強く、よく
勉強していますが、反対に伸びていない経営者は、財務・経理担当者に任せきりで自分で理解し
ようとしていないのです。
　会計事務所の存在価値や、中小企業をサポートする立場を考えると、経営者の方々にも　“数字に
強くなっていただく”ことではないかと痛感しました。
　数字に強くなり、　“どこに手を打てば利益が出るか、全社員で考えられるようになってもらいたい”“儲
けることと、お金を残すことを同時にしないと会社は安定しないことをご理解いただきたい！”という
想いが強くなり、月次決算書を毎年少しずつ改良してきました。
　なぜ、月次決算書の改良かというと、年に1度の決算のみの説明では、時間が経てばお客様は
忘れてしまうからです。そこで年12回に分けて、わかりやすく説明することで、お客様の数字への意識が
高まり、自ずと創意工夫を始めようと努めます。このようにお客様の意欲をかきたて、元気が出るような
月次決算書を作らなければ私たちの仕事はなりたちません。
　もうひとつ、お客様に勉強していただきたいのは、資金繰りのことです。しかし、それも理解できるま
でには時間がかかります。そこで、“資金を理解してもらうため”の武器であるキャッシュフロー計算書

と資金別貸借対照表を説明することにより、月次
決算書がドラマになり、ストーリーに基づいて説
明することで感動していただけるのです。
　そしてこれらを理解したうえで、未来への夢を
社員と共有する道具である経営計画書作りへと
発展して行けるのです。

（こだと みつる）

代表社員

税理士法人　古田土会計

古田圡会計版
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月次決算書表紙
経営分析資料

売上高三期比較グラフ
年計グラフ（売上・粗利益・固定費）
経常利益年計グラフ

月次コメント

未来会計図表
月次推移損益計算書
三期比較損益計算書
合計残高試算表（損益計算書）

キャッシュフロー計算書（期間）
合計残高試算表（貸借対照表‐期間）
キャッシュフロー計算書（累計）
合計残高試算表（貸借対照表‐累計）

資金別貸借対照表
ＮＥＷ資金別貸借対照表

表紙で月次決算の目的を明確にする。
分析した内容をチェック表で確認。

売上高を月別で過去と比較し、業績の確認をする。
年計により売上高、粗利益、固定費の趨勢を把握。
年計の経常利益により月次決算となり、毎月利益を確認。

月次決算におけるコメントを記載し、経営者に伝えたい概要を説明。

損益構造を理解してもらい、どこに手を打てば利益が出るかを検討。
月別の比較表で経費などの増減詳細を把握。
年度比較で経費などの増減詳細を把握。
特別損益などを含めた損益計算書全体の説明。

当月の利益がどこに消えたかを説明。
当月分のB/Sの増減でキャッシュフローを説明。
当期の利益はどこに消えたかを説明。
期首からのB/Sの増減でキャッシュフローを説明。

会社が稼いだ資金と現金残に至る要因を説明し、
どこに手を打てばキャッシュが増えるか未来の貸借対照表を検討。

目的の確認

業績の把握

決算のコメント

どこに手を打てば利益が増えるか

お金の残し方を学ぶ
（儲けた利益はどこに消えたか）

どこに手を打てばキャッシュが増えるか

●古田圡会計版月次決算書帳票
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古田圡会計版月次決算書
古田土会計版月次決算書には、月次決算の目的が明確にされており、月次決算の説明をストーリーに基づいて説明できるように工夫致しました。
報告書のページ番号や順番は、実際の古田圡会計で使用されている月次決算書と同じように作成できます。

、

三期比較グラフ・予算実績比較グラフ
売上高・粗利益・固定費・経常利益・売上高科目別の三期比較グラフを作成することが可能です。また、予算設定により予算を入力することで
売上高・粗利益・経常利益の予算実績比較グラフを作成することが可能です。当期及び前期、前々期に決算月を含めるかどうか設定すること
も可能で業績を同じ条件で比較することができます。また、売上高科目別三期比較グラフにおいては、グラフに含める売上高を選択することが
可能で、年度別の特定の売上高を含めない比較や売上科目個別の比較グラフを可能にしました。

、

「売上高科目別三期比較グラフ」 売上高科目別三期比較グラ
フは、比較する売上科目を
選択することが可能です。

予算設定することで、予算比較グラ
フを作成することが可能です。

当月の実績がマーカーで強調されます。
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コメントを選択して貼付。

月次コメント
月次コメントでは、古田圡会計で使われてきた70種類を超えるコメントを選択して貼り付けることができます。
経営状況にあわせて適切なコメント資料を提供することで、月次決算の付加価値をアップさせます。

年計グラフ
三年間の移動年計グラフで損益の状況を把握します。売上高・粗利益・固定費・人件費・経常利益を移動年計グラフに表わし、収入・経費・利益
の関係と趨勢を知ることができます。季節指数を織り込んだ移動年計になるので、毎月決算を行っていることになります。
月次決算では損益を把握する上で欠かせない経営資料となります。

比較グラフ・累計グラフと年計
グラフをそれぞれ決算修正を
含めるかどうか設定が可能
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マーカー入り財務諸表
財務諸表は項目が多く、どの数字がポイントかわかりにくいものですが、重要な項
目と数値をマーカーで強調することで、とても見やすくなります。経営に欠かせない
重要項目や利益欄にマーキングされた財務諸表を作成することで、経営者に財務
諸表の見方や重要なポイントを学んでいただけます。

未来会計図表
未来会計図表を使い、どこに手を打てば利益が効率よく増えるか経営者と検討します。経営者
に数字を記入してもらえるように経営のポイントである部分を空欄にする機能があり、理解度を
高める工夫がされています。戦略的会計が実践できるように、図表に経営改善のポイントが記
載されており、損益分岐点比率等により評価することで、より良い経営を目指していきます。

手書き部分を表示するかどうか設定可能

帳票カラー設定により、マーカーの色を設定可能

区分内で表示する科目
の優先順位を設定でき
るため帳票に重要な科
目を常に最初に表示さ
せることができます。

※番号を振ってない科
目は弥生会計の順番に
表示されます。

科目の表示優先順位を
設定
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部門別損益計算書
共通部門の経費を部門配賦した損益計算書を作成することができます。経営計画で部門別損益計算書を作成した場合に、本社等の部門
共通費を配賦することが一般的です。
実績の財務諸表も計画と同じように部門共通費を配賦することで各部門の部門共通費配賦後の利益を確認できます。
共通部門は読込んだ部門から選択することが可能で、配賦基準は、人員割合・人件費割合・粗利益割合・入力した割合から選択可能です。

部門経常利益の下に部門
共通費の欄が追加され、
共通部門に設定された部
門の経費が配賦基準によ
り配賦されます。

部門別月次推移損益計算書

共通費部門配賦機能

表示する共通部門を選択します。

配賦基準を、人員割合・人件費割合・
粗利益割合・入力した割合から選択します。
（※実数と割合を切り替えて表示できます。）

選択した部門の共通費部
門配賦後の月次推移損
益計算書と三期比較損
益計算書を一括表示する
ことが可能です。

部門別損益計算書

部 門 経 常 利 益
部 門 共 通 費
部 　 門 　 利 　 益

固 　 定 　 費 　 計
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「当月儲けた利益は何処へ消えたか?」

「当期儲けた利益は何処へ消えたか？」

当期純利益とフリー
キャッシュフローが
比較できるように同
じ高さに配置。

営業活動により調達した純キャッシュが「当期利益」＋「純キャッシュへの調整」＋「販売
仕入活動による増減」＋「その他資産負債の増減」と集計され見やすくなっています。

借入金の増加と減
少項目はマーカーで
強調されます。

当期純利益と営業活動により調達した純キャッシュを比較。
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キャッシュフロー計算書
通常のキャッシュフロー計算書は、縦長に一列で表示されますが、『会計参謀』の古田圡会計版では、左右に項目を配置した計算書になって
います。これは当期純利益（損益計算書上の利益）とフリーキャッシュフロー（キャッシュフロー上の利益）が左右で比較ができるようにするためです。
キャッシュフロー経営に欠かせない、借入金の増加と減少がマーカーで強調されています。借入金を減らすこととキャッシュを増やす経営に
フォーカスされているのも特徴です。また、キャッシュフロー計算書と貸借対照表を、それぞれ単月と累計の2枚を同時に作成することで、当月及び
当期の両方の利益を説明することができます。

重要な項目を強調するため
マーカーを表示する項目を設定可能。

重要な項目に数値を記入できるように
手書き部分を表示するかどうか設定可能。
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資金別貸借対照表
資金別貸借対照表は創業時から会社が生み出してきた資金と実際に残せた資金の関係を明
確にできます。前年同月と当月を左右に並べ、増減額を中央に表示することで１年間における資
金の増減内容を明確に把握することができます。
また資金別貸借対照表を見ることで、どこに手を打てばキャッシュが増えるのかわかります。この
ため資金別貸借対照表は未来の貸借対照表を作る重要な道具として使われます。

「資金別貸借対照表」

「NEW資金別貸借対照表」

重要な項目を強調するため
マーカーを表示する項目を設定可能。

増減額が直接資金に影響するため、重要
な項目の増減額が把握できるように前年同
月との差額を表示する項目を設定可能。

差額表示設定

マーカー表示設定
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『弥生会計』と『会計参謀』の出力帳票の比較

「弥生会計」の出力帳票は、企業が自社の内部資料として使用されること
を前提に設計されています。このため、「弥生会計」の帳票は会計事務所
が顧問先へ提供する商品として考えると、不足しているものが多くありま
す。会計参謀は「弥生会計」の事業所データを直接読み込み、会計事務
所の商品として付加価値の高い帳票を作成することが可能です。グラフ系
の帳票では、より多くの経営情報を伝えるために、実数や比率を記載して

おり、それぞれの帳票で説明が完結できるように工夫しています。また、
変動損益計算書や資金別貸借対照表など、財務諸表を組み替えた帳票
を作成することで、中小企業に必要な経営情報をわかりやすく伝えることが
できます。会計参謀を使った月次決算書は会計事務所の付加価値を高め、
他の事務所と差別化を図ることができるため、顧問先拡大のツールとして
も活用されています。

『会計参謀』の活用により、顧問先へ提供する月次決算の付加価値が大幅にアップ！
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複数ページに渡り全ての
勘定科目を表示。

モノクロ印刷。

Ｌ字型固定帳票（項目縦文字対応）

科目数が多い場合の表示

人件費合計行

勘定科目と数値を
Excelへ出力。Excel出力

罫線及び網掛け

年間推移の表示範囲

損益科目の過年度月平均値比較

棚卸科目の表示方法

入力されていない月度の編集

貸借対照表の推移表で期首残高の表示

月次キャッシュフロー計算書

個人のキャッシュフロー計算書

変動損益計算書

三期比較損益計算書

資金別貸借対照表

ストラック図表

累計三期比較グラフ

移動年計グラフ

財務諸表構成図

Ｚチャート

損益分岐点分析グラフ

生産性グラフ

運転資金分析グラフ

レーダーチャート

表示単位切替

帳票の連続印刷

売上総利益率の表示

年間推移は入力されている
データを全て表示。

商品原価の棚卸と製造原価の
棚卸を各々表示。

Excelへの書き出し機能で
出力して編集。

損益分岐点図表作成可能。

帳票ごとにそれぞれ円、千円、
百万円と切り替え可能。

各集計表からそれぞれ
指定して印刷。

帳票及び箇所 弥生会計 会計参謀

顧問先ごとに必要な帳票を指定して保存しておけば、毎月必要な帳票の
連続印刷が可能。ページ番号が設定可能でページ番号順に印刷が可能。

Ｌ字型固定帳票（項目縦文字対応）

各月の売上総利益率を売上総利益の下段に表示。

先頭行に期首残高を表示し、最終行に期首から当月迄の増減額を表示。

売上高、売上総利益、粗利益、経常利益、固定費の月別三期比較グラフが
出力可能。（グラフの下に推移表を表示）

売上高、売上総利益、粗利益、経常利益、固定費の累計三期比較グラフが
出力可能。（グラフの下に推移表を表示）

売上高、売上総利益、粗利益、経常利益、固定費の移動年計グラフが
出力可能。（グラフの横に推移表を表示）

1人当たりの粗利益及び労働分配率等の推移表を作成可能。

運転資金分析グラフと回転期間を月別に表示した帳票を作成可能。

収益性、安全性、生産性のレーダーチャートが作成可能。

売上高、売上総利益、粗利益、経常利益、固定費のＺチャートが出力可能。
（グラフの下に推移表を表示）

月次推移キャッシュフロー計算書の作成可能。

法人・個人の両方において、科目設定で人件費に指定した科目は販売
管理費中の人件費区分に表示され、人件費合計行に集計。

売上原価の棚卸として統一され、期首棚卸及び期末棚卸として合計表示。

通期一定利益率または各月別利益率を設定することで、棚卸を推計し
自動で洗い替えて計算し表示される。

個人の勘定科目に『会計参謀』の科目設定でキャッシュフロー項目を設
定することにより作成可能。

貸借対照表、損益計算書の構成図を比率及び金額で作成可能。1枚のシー
ト上でＰ/Ｌ・Ｂ/Ｓを比較することが可能。比率及び金額をグラフ上に表示。

ダイアログにより、帳票の円、千円、百万円の一括切り替えが可能。
顧問先ごと及び帳票ごとに単位の保存が可能。

損益分岐点図表と損益分岐点月別推移を作成可能。
変動損益計算図（ストラック図）の作成が可能。

Ｌ字型固定帳票を採用。各項目で科目数が表示行数を超える場合は、
最終行に合計して全体を1ページで表示。全科目型帳票の場合は、『弥
生会計』と同じ。科目の表示優先順位を設定可能。

損益計算書では当期を含め三期分の月平均額を表示。また売上高、売上
総利益、経常利益においては、前期の月別金額を各項目の下段に表示。

入力されていない月に当期平均額等の数値を複写可能。Excelにコピー
することにより再編集可能。（Excelコピー時に計算式が設定されている
のでシミュレーションが容易）

月次変動損益計算書の作成可能。同じ名前の勘定科目は金額を合算。
（例えば、製造原価の「給与手当」と販売管理費の「給与手当」を固定費
にした場合は、固定費の「給与手当」に合算されて表示）

書式（帳票イメージ）ごとコピーされ、集計行には計算式がセットされる。
そのため数値を編集すると、利益行や合計行がExcelにより再計算される。

カラー対応。薄いグリーンで会計専用機同等レベルの帳票を出力。

期首から表示する範囲を指定可能。
指定した月以降のデータは表示しない。

古田圡会計版で出力可能。

古田圡会計版で出力可能。

標準版ー変動損益計算図　古田圡会計版ー未来会計図表で出力可能。

仕訳入力で対応。推計棚卸による計算

当期の棒グラフが作成可能。月別三期比較グラフ

貸借対照表、損益計算書の構成
図を比率及び金額で作成可能。



※古田圡会計版帳票は法人のみの対応となります。 
※個人農業・個人不動産で一部表示できない帳票があります。  
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『標準版』『古田圡会計版』の比較表
帳票名
報告書表紙・その他
月次決算報告書（谷折タイプ）
月次決算報告書（折無タイプ）
コメントシート
特記事項
財務諸表
月次推移貸借対照表
月次推移損益計算書
月次推移原価報告書
月次変動損益計算書
月次キャッシュフロー計算書
合計残高試算表（貸借対照表）
合計残高試算表（損益計算書）
前期比較貸借対照表
前期比較損益計算書
部門比較損益計算書
業績推移グラフ
売上高三期比較グラフ
粗利益三期比較グラフ
経常利益三期比較グラフ
固定費三期比較グラフ
予算実績比較グラフ
売上高累計グラフ
粗利益累計グラフ
経常利益累計グラフ
売上高・粗利益累計グラフ
固定費累計グラフ
売上高移動年計グラフ
粗利益移動年計グラフ
経常利益移動年計グラフ
固定費移動年計グラフ
売上高Ｚチャート
粗利益Ｚチャート
経常利益Ｚチャート
固定費Zチャート
財務諸表構成図
財務諸表構成図
財務諸表比較図
比較貸借対照表構成図
貸借対照表構成推移グラフ
損益分岐点分析
損益分岐点分析グラフ
変動損益計算図
生産性分析
粗利益率推移グラフ
労働分配率推移グラフ
１人当たりの粗利益グラフ
１人当たりの経常利益グラフ

帳票名
資金分析
キャッシュフロー・資金バランス図
運転資金分析グラフ
総合分析
収益性・生産性・安全性レーダーチャート
全科目型財務諸表（標準版）
月次推移貸借対照表
月次推移損益計算書
合計残高試算表（貸借対照表）
合計残高試算表（損益計算書）
前期比較貸借対照表
前期比較損益計算書
古田圡会計帳票
月次決算表紙（表）
月次決算表紙（裏）
経営分析資料
売上高予算実績比較グラフ
粗利益予算実績比較グラフ
経常利益予算実績比較グラフ
年計グラフ（売上・粗利益・固定費）
経常利益年計グラフ
経常利益・営業C／F年計グラフ
月次キャッシュ・フロー計算書
資金力アップグラフ
売上高三期比較グラフ
粗利益三期比較グラフ
固定費三期比較グラフ
経常利益三期比較グラフ
売上高科目別三期比較グラフ
月次コメント
未来会計図表
NEW未来会計図表
月次推移損益計算書
三期比較損益計算書
部門別損益計算書（期間）
部門別損益計算書（累計）
合計残高試算表（損益計算書）
キャッシュフロー計算書（期間）
キャッシュフロー計算書（累計）
合計残高試算表（貸借対照表‐期間）
合計残高試算表（貸借対照表‐累計）
資金別貸借対照表
ＮＥＷ資金別貸借対照表
全科目型財務諸表（古田圡会計版）
月次推移損益計算書
三期比較損益計算書
合計残高試算表（損益計算書）
合計残高試算表（貸借対照表‐期間）
合計残高試算表（貸借対照表‐累計）



会計参謀 for 弥生会計（標準版）　販売価格198,000円（税抜） 会計参謀 for 弥生会計（古田圡会計版）販売価格350,000円（税抜）

Copyright ©2019 Pro.Vision Co.,Ltd.  ※会計参謀及び決算参謀並びに参謀役は、プロ･ビジョン株式会社の登録商標です。  ※弥生会計は、弥生株式会社の登録商標です。
※Microsoft®、Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。※その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

※本カタログの記載内容は、予告なく変更する場合がございますのでご了承ください。

無料体験版のダウンロードはこちらから
https://www.p-vision.net

●日本語OS ： Microsoft Windows 10 / 8.1
　 ※ Windows RT 8.1は除く
　 ※ Webブラウザーは、各OSでサポートされている最新のバージョンをご利用ください。
●対応機種 ： 上記日本語OSが稼動するパーソナルコンピューター
　 （インテル Core 2 Duo以上または同等の性能を持つプロセッサ）
●必須ソフト ： Microsoft Excel 2019 / 2016 / 2013 / 2010のいずれかと 『弥生会計21』
　が必要です。
●メモリ ： 4GB以上推奨
●ディスプレイ ： 解像度 1024×768 以上必須
●ハードディスク ： 必要空き容量 90MB 以上（データ領域は別途必要）
●マウス／キーボード：上記日本語OSで使用可能なマウス／キーボード
●プリンター ： 上記日本語OSに対応したプリンター

動作環境

『会計参謀 for 弥生会計』は、『弥生会計 プロフェッショナルシリーズ』、
『弥生会計AE』、『弥生会計ネットワーク』のバージョンアップに随時
対応していきます。年間サポート契約にお申し込みいただくと、随時最新
版のプログラムのご提供と、最新アップデートプログラムのダウンロードが
ご利用いただけます。

年間サポート契約サービス

ライセンス制度について
複数台のPCでご利用になる場合、追加ライセンス(別途有料)のお申し
込みが必要になります

●サポート契約について
①無償サポート期間は、購入後３ヶ月間です。
②年間有償サポート《1年間》
　標 準 版：40,000円（税抜）
　古田圡版：50,000円（税抜）

●契約内容
①バージョンアップ時の最新版プログラム無償提供 
②アップデート最新版の無償ダウンロード 
③技術的なお問い合わせのサポート（フリーコール）
④インターネットユーザーサポートサイトのご利用 
⑤ライセンス制度のご利用 
⑥プログラムCD-ROM破損時の無償提供 
⑦マニュアル紛失時の無償提供

■古田圡会計版帳票は法人および個人／一般のみの対応となります。
■『弥生会計21』がインストールされていない場合は動作いたしません。
■取込可能な弥生会計データは弥生会21～14の事業所データです。
■弥生会計オンライン事業所データは対応しておりません。
■Excel 2007 以前のバージョンは対応しておりません。
■Excel Online は対応しておりません。
■ネットワークで運用する場合は、有線LANでの運用を推奨します。
■製品をCD-ROMからインストールする場合はCD-ROMドライブが必要   
です。

※ 詳細についてはホームページをご覧ください。

0120-937-389
受付時間：10：00～12：00／13：00～17：00（土・日・祝日および弊社休業日を除く）

導入前の
無料相談サービス実施中！

お問い合わせはフリーダイヤル  サポートセンター

参謀役シリーズの最新情報はホームページで〒810-0013
福岡市中央区大宮1-5-30 3F https://www.p-vision.net

まで

開発元

PV.2019.09

月次決算資料作成ソフトウェア for 弥生会計
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